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本
展
は
、日
本
唯
一
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
専
門
美
術
館

「
古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
館 

渋
谷
」の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。世
界
的
に
貴
重
な
遺
物

約
２
０
０
点
を
、《
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
神
々
と
信
仰
》

《
フ
ァ
ラ
オ
が
率
い
た
国
家
》《
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の

衣
・
食
・
住
》《
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
死
生
観

－

再
生
と

ミ
イ
ラ
》の
４
章
に
分
け
、メ
イ
ド
ュ
ム（
マ
イ
ド
ュ
ー

ム
）・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
調
査
の
様
子
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま

し
た
。

　
展
覧
会
初
日
の
菊
川
館
長
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

で
は
、展
示
品
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
話
を
伺
い
、

ま
た
、今
回
は
横
手
市
か
ら
市
内
の
小
中
学
校
へ
来
場

の
勧
め
な
ど
も
あ
り
、会
期
中
は
幅
広
い
年
代
の
方
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
。小
中
学
生
を
案
内
す
る
中
、展
示

さ
れ
た
遺
物
に
目
を
輝
か
せ
る
小
中
学
生
を
目
に
し
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
多
く
の
人
々
を
引
き
つ
け
る
、古
代

エ
ジ
プ
ト
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
た
の
で
し
た
。

（
担
当
：
保
泉
・
秋
田
）

報告
特別展

【会期】
2025年4月26日（土）～
6月29日（日）

古
代
エ
ジ
プ
ト

美
術
館
展

▲来場者2万人セレモニー。仲町特任館長より記念品が贈呈されました。

▲第1章「古代エジプトの神々と信仰」

▲菊川館長ギャラリートーク

Check!

展示報告 ふれんどりーギャラリー

【会期】2025年4月29日(火)～6月1日(日)

プトレマイオス2世フィラデルフィスの
神殿の柱の基部
柱の横上部にはプトレマイオス2世を讃
える文字が刻まれている。基部は直径
138cmで、巨大な神殿だったことが想像
できる。

　日本画教室「静物を描く」の講師・佐藤悟さんの
展覧会を開催しました。佐藤さんは日本美術院展覧会
（院展）で奨励賞を受賞し、現在は日本美術院院友、
院展秋田会会長、秋田県美術展覧会専門委員を務め
るなど、県内外で活躍されている日本画家です。
　今回の展覧会では、春の院展出品作「揺らぐ」を
始め、水にゆかりのある作品を中心に展示していた
だきました。数本の葦が立つ水面の小さな揺らぎ、降
り積もった雪層の美しさ、雪に覆われた木々の間から
差し込む光などを題材に、淡い色彩による柔らかな表
現が心地よい空間を作り出してくれました。

（担当：保泉、奈良）

Akita Museum of Modern Art

2025.4-9
No.90

X

交通案内
お車で｜秋田自動車道・横手インターより3分
バスで｜横手バスターミナル(JR横手駅東口)
　　　　～ふるさと村15分

〒013-0064 秋田県横手市赤坂字富ヶ沢62-46（秋田ふるさと村内）
TEL: 0182-33-8855　E-mail：akitamma@rnac.ne.jp

みんなのMuseumプロジェクト企画　「まるごと○展」
　　　　　　　　　　　………………………9/13～11/9

第2期  「三浦明範　VERITAS」  ………10/9～2026/1/4
第3期  「華と棘（ハナとトゲ）」……………2026/1/8～4/12

「絵の具をつくって、描く」  ………………………10/18
　講師：永沢碧衣さん

「保呂羽山からのおくりもの」  …………………12月頃
　講師：当館学芸主事　

「いろとかたちのゆうえんち」  …………2026年1月頃
　講師：当館学芸主事

ネットワーク展示（県立図書館との協働展示）
「四季を描く」   …………………………12/11－2026/1/20

特別展

コレクション展

館外展示

「キンビ写真コレクション」  …………11/22～2026/4/5企画展

美術館教室
（中学生以上一般） 

みんなの教室
 （小学生以上一般）

きっずあーと

「江戸時代の美術と文化Ⅳ　さまざまなテーマから」
　　　　　　　　　　     ……………10/4、11/22、12/6

特任館長講座

◇美術館教室
日本画教室…………………………………………5/18、19
　講師：佐藤 悟さん（日本美術院院友）

和紙人形作り教室（和紙で作ろう 私のおひなさま）…9/20
　講師：草薙 郷子さん（創作和紙人形作家）

◇みんなの教室
木の工作教室（木でつくる からくりボックス！）………7/28

◇きっずあーと
スタンプぺったんアート………………………………8/21

Repor
t１

上半期実施教室・講座一覧 2025年下半期実施予定事業一覧

Mu s e um  C o n c e r t

「トリオ・ドルチェ
  コンサート」…………8/3
　トリオ・ドルチェの北嶋奏子さん
(ヴァイオリン)、吉田妃呂子さん
(フルート･歌)、佐々木久美子さん(ピアノ)をお迎えし、「かが
くいひろしの世界展」にちなんだ曲を演奏していただきま
した。お子様からご年配の方まで一緒に楽しめる「手遊び
歌」や、枕を楽器にした珍しい曲など、楽しい曲がたくさん！
　最後はみんなで「夏が来れば思い出す～」、『夏の思い
出』を歌いました。トリオ・ドルチェのみなさん、素敵なひと
ときをありがとうございました！（担当：藤井、木村）

Repor
t2

　能代エナジアムパークを会場に、キンビ（キンダイビジュツ
カン）の作品を紹介する「出前美術展」は、今年で13回目を
迎えました。この美術展は、彫刻や木のおもちゃにさわって
楽しめる内容となっています。金属の板をたたいて作った大
人気のゴリラさん、カバさんに加え、今回はネコさん、フクロウ
さんの彫刻も登場しました。

　そして「木のおもちゃ」
も大好評！どんどん重ねてどんどん
広げて、色々な形が次々と生まれ
てきます。横手支援学校さんと増
田高等学校さんの合作「大きな
福笑い」も、たくさんの表情を見
せてくれました！

（担当：藤井、木村）

令和7年度　出前美術展 in 能代エナジアムパーク
「みて  さわって  たのしむ！ キンビアート2025」
【会期】2025年8月27日（水）～9月15日（月・祝）

出前美術展報告



　
木
の
造
形
作
家
と
し
て
、そ
し
て
木

を
用
い
た
造
形
教
育
の
専
門
家
と
し
て

長
年
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
杉
山
明
博
先

生
の
展
覧
会
で
す
。当
館
で
は
２
０
０

０
年
代
に
開
催
し
て
以
来
約
20
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
が
、当
時
を
知
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
や
造
形
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
々
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。木
と
一
口
に
言
っ
て
も
オ
ブ
ジ
ェ
や

遊
具
、道
具
や
家
具
な
ど
、そ
の
目
的
と

使
い
や
す
さ（
遊
び
や
す
さ
）に
よ
っ
て

実
に
様
々
な
加
工
法
と
デ
ザ
イ
ン
の
工

夫
が
あ
り
ま
す
。日
本
で
は
古
く
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
木
に
よ
る
物
作
り

の
伝
統
が
あ
り
、杉
山
先

生
は
そ
れ
ら
の
機
能
性
や

美
し
さ
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、子
ど
も
た
ち
に
も
親

し
ま
れ
る
よ
う
な
現
代
的

感
性
で
作
品
を
作
り
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
鑑
賞
で
訪
れ
た

小
中
学
生
た
ち
も
、木
な

ら
で
は
の
温
か
み
あ
る
造
形
や
素
材
感

に
触
れ
な
が
ら
、ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
し

て
ゆ
く
技
や
知
識
、イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
広
げ
方
な
ど
を
十
二
分
に
堪
能
し
て

い
た
よ
う
で
す
。（
担
当
：
木
村
・
藤
井
）

報告
特別展

開催中
特別展

開催中
コレクション展

  本展は、みんなのMuseum
プロジェクトの最終年度の
取組の一つとして開催する
展覧会です。多様なイメージ
が広がる「〇」をテーマに、
県立の博物館施設4館が所
蔵する作品等の各種資料を
はじめ、当館所蔵作品から
刺激を受け新たに生まれた
作品や障がいのある方の作
品、現代作家の作品など幅
広い分野の作品を

展示しています。開会初日に行っ
たオープニングイベントでは、
出展作家によるおしゃべり鑑賞
会（アーティストトーク）と、音楽
イベント「SoundBath～音楽のお
ふろ～」を開催しました。幅広い

本展の
半券ご提示で

何度でも入場可能！
一般：500円、
大学生以下無料

【会期】
2025年4月26日（土）～
6月29日（日）

【会期】
2025年7月5日（土）～
8月31日（日）

杉
山
明
博
・
６
０
年
の
軌
跡

発
想
の
デ
ザ
イ
ン
展 

▲

杉山先生の60年に渡る
創作活動を展観できる展示でした。

まるごと○（まる）展
【会期】2025年9月13日（土）～11月9日（日）
※11月3日（月）文化の日は［無料公開］

みんなのMuseumプロジェクト企画

▲「共生の卓」より、正解のない遊びから発想が広がってゆきます。

▲オープニングイベントは
　手話通訳つきで開催。

▲

藤浩志《めぐるいきものもり》（部分）

▲「SoundBa
th～音楽のお

ふろ～」

親
子
で
あ
そ
ぼ
木
の
お
も
し
ろ
ワ
ー
ル
ド

　
本
展
で
は『
だ
る
ま
さ
ん
』シ
リ
ー
ズ

の
作
者
・
か
が
く
い
ひ
ろ
し（
加
岳
井
広
、

1
9
5
5

－

2
0
0
9
）さ
ん
の
創
作
の

全
貌
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。全
16
作
品

の
絵
本
原
画
や
ラ
フ
な
ど
の
制
作
資
料
、

特
別
支
援
学
校
教
員
時
代
の
貴
重
な

動
画
を
含
め
、出
品
数
は
な
ん
と
約

7
3
0
点
。教
師
、家
庭
人
、そ
し
て
一
人
の

作
家
と
し
て
、そ
の
人
生
全
体
で
培
っ
た

子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
や
表
現
の
工

夫
が
絵
本
に
込
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
教
え
て
く
れ
る
展
示
で
し
た
。

優
し
い
人
間
性
と
創
造
性
に
満
ち

た
思
考
が
絵
本
の
原
点
に
あ
っ
た
と

知
り
、温
か
な
感
動
を
覚
え
た
方
も

多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
今
回
は
、

県
内
特
別
支
援
学

校
の
皆
さ
ん
の
力
作
を

展
示
し
た「
ア
ー
ト
が
、

す
き
っ
！
」も
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
展
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
担
当
：
鈴
木
・
奈
良
・
菅
原
）

報告
特別展

世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し
た
絵
本
作
家

か
が
く
い
ひ
ろ
し
の
世
界
展

▲

かがくいさんが熱心に取り組んだ「つくし劇場」

▲

県内特別支援学校の作品展
　「アートが、すきっ！」も併設

▲

「だるまさん」が秋田にやってきた！

▲絵本のキャラクターが登場する動画にくぎ付けです　中国や日本の絵画において、余白は重要な役割を果

たしてきました。その伝統を受け継ぐ日本の近現代の画

家たちの作品にも、余白を生かした作品が多く見られま

す。本展では、当館のコレクションより38点の作品を紹介

しました。

　第1章は「余白を観る」

とし、余白が生かされた

日本画を展示しました。

第2章は「余白を感じる」

とし、展示室の壁面を

余白と感じてもらえる

ような空間としました。

▼

担当学芸によるギャラリートーク

▼

作品前にベンチをご用意しています。余白を感じながら、じっくりとご鑑賞ください。

〈第Ｉ期〉 余白を愉しむ
【会期】2025年7月10日（木）～10月5日（日）

コレクション展第2期 『三浦明範  VERITAS』
【会期】2025年10月9日（土）～2026年1月4日（日）

次回展示予告

第3章は「余白を考える」とし、日本画だけでなく版画や

写真なども展示することで、余白について考えてもらえる

ように構成しました。余白に注目することで、見慣れた作

品もいつもとは違った表情を見せてくれたのではないで

しょうか。10月5日まで開催中です。（担当：秋田）

※
展
覧
会
終
了
後
の
９
月
12
日（
金
）、

杉
山
明
博
先
生
が
病
に
よ
り
82
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

年代の80名の方にご参加いただき、アーティストとの交
流や、まるでお風呂に入っているようなリラックスできる
音楽空間を楽しんでいただきました。
　展示室内では遊んだりつくったりと体験できるコーナー
もあり、年齢や障がいの有無にかかわらず誰もが“まるご
と”楽しめる展示としてたくさん
の方にご来場いただいており
ます。（担当：北島・保泉・木村）

ヴェリタス



　
木
の
造
形
作
家
と
し
て
、そ
し
て
木

を
用
い
た
造
形
教
育
の
専
門
家
と
し
て

長
年
活
躍
し
て
こ
ら
れ
た
杉
山
明
博
先

生
の
展
覧
会
で
す
。当
館
で
は
２
０
０

０
年
代
に
開
催
し
て
以
来
約
20
年
ぶ
り

と
な
り
ま
す
が
、当
時
を
知
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
や
造
形
活
動
に
興
味
の
あ
る

方
々
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。木
と
一
口
に
言
っ
て
も
オ
ブ
ジ
ェ
や

遊
具
、道
具
や
家
具
な
ど
、そ
の
目
的
と

使
い
や
す
さ（
遊
び
や
す
さ
）に
よ
っ
て

実
に
様
々
な
加
工
法
と
デ
ザ
イ
ン
の
工

夫
が
あ
り
ま
す
。日
本
で
は
古
く
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
木
に
よ
る
物
作
り

の
伝
統
が
あ
り
、杉
山
先

生
は
そ
れ
ら
の
機
能
性
や

美
し
さ
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、子
ど
も
た
ち
に
も
親

し
ま
れ
る
よ
う
な
現
代
的

感
性
で
作
品
を
作
り
続

け
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
鑑
賞
で
訪
れ
た

小
中
学
生
た
ち
も
、木
な

ら
で
は
の
温
か
み
あ
る
造
形
や
素
材
感

に
触
れ
な
が
ら
、ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
し

て
ゆ
く
技
や
知
識
、イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
広
げ
方
な
ど
を
十
二
分
に
堪
能
し
て

い
た
よ
う
で
す
。（
担
当
：
木
村
・
藤
井
）

報告
特別展

開催中
特別展

開催中
コレクション展

  本展は、みんなのMuseum
プロジェクトの最終年度の
取組の一つとして開催する
展覧会です。多様なイメージ
が広がる「〇」をテーマに、
県立の博物館施設4館が所
蔵する作品等の各種資料を
はじめ、当館所蔵作品から
刺激を受け新たに生まれた
作品や障がいのある方の作
品、現代作家の作品など幅
広い分野の作品を

展示しています。開会初日に行っ
たオープニングイベントでは、
出展作家によるおしゃべり鑑賞
会（アーティストトーク）と、音楽
イベント「SoundBath～音楽のお
ふろ～」を開催しました。幅広い

本展の
半券ご提示で

何度でも入場可能！
一般：500円、
大学生以下無料

【会期】
2025年4月26日（土）～
6月29日（日）

【会期】
2025年7月5日（土）～
8月31日（日）

杉
山
明
博
・
６
０
年
の
軌
跡

発
想
の
デ
ザ
イ
ン
展 

▲

杉山先生の60年に渡る
創作活動を展観できる展示でした。

まるごと○（まる）展
【会期】2025年9月13日（土）～11月9日（日）
※11月3日（月）文化の日は［無料公開］

みんなのMuseumプロジェクト企画

▲「共生の卓」より、正解のない遊びから発想が広がってゆきます。

▲オープニングイベントは
　手話通訳つきで開催。

▲

藤浩志《めぐるいきものもり》（部分）

▲「SoundBa
th～音楽のお

ふろ～」

親
子
で
あ
そ
ぼ
木
の
お
も
し
ろ
ワ
ー
ル
ド

　
本
展
で
は『
だ
る
ま
さ
ん
』シ
リ
ー
ズ

の
作
者
・
か
が
く
い
ひ
ろ
し（
加
岳
井
広
、

1
9
5
5

－

2
0
0
9
）さ
ん
の
創
作
の

全
貌
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。全
16
作
品

の
絵
本
原
画
や
ラ
フ
な
ど
の
制
作
資
料
、

特
別
支
援
学
校
教
員
時
代
の
貴
重
な

動
画
を
含
め
、出
品
数
は
な
ん
と
約

7
3
0
点
。教
師
、家
庭
人
、そ
し
て
一
人
の

作
家
と
し
て
、そ
の
人
生
全
体
で
培
っ
た

子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
や
表
現
の
工

夫
が
絵
本
に
込
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
教
え
て
く
れ
る
展
示
で
し
た
。

優
し
い
人
間
性
と
創
造
性
に
満
ち

た
思
考
が
絵
本
の
原
点
に
あ
っ
た
と

知
り
、温
か
な
感
動
を
覚
え
た
方
も

多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
今
回
は
、

県
内
特
別
支
援
学

校
の
皆
さ
ん
の
力
作
を

展
示
し
た「
ア
ー
ト
が
、

す
き
っ
！
」も
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
展
に
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
担
当
：
鈴
木
・
奈
良
・
菅
原
）

報告
特別展

世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
し
た
絵
本
作
家

か
が
く
い
ひ
ろ
し
の
世
界
展

▲

かがくいさんが熱心に取り組んだ「つくし劇場」

▲

県内特別支援学校の作品展
　「アートが、すきっ！」も併設

▲

「だるまさん」が秋田にやってきた！

▲絵本のキャラクターが登場する動画にくぎ付けです　中国や日本の絵画において、余白は重要な役割を果

たしてきました。その伝統を受け継ぐ日本の近現代の画

家たちの作品にも、余白を生かした作品が多く見られま

す。本展では、当館のコレクションより38点の作品を紹介

しました。

　第1章は「余白を観る」

とし、余白が生かされた

日本画を展示しました。

第2章は「余白を感じる」

とし、展示室の壁面を

余白と感じてもらえる

ような空間としました。

▼

担当学芸によるギャラリートーク

▼

作品前にベンチをご用意しています。余白を感じながら、じっくりとご鑑賞ください。

〈第Ｉ期〉 余白を愉しむ
【会期】2025年7月10日（木）～10月5日（日）

コレクション展第2期 『三浦明範  VERITAS』
【会期】2025年10月9日（土）～2026年1月4日（日）

次回展示予告

第3章は「余白を考える」とし、日本画だけでなく版画や

写真なども展示することで、余白について考えてもらえる

ように構成しました。余白に注目することで、見慣れた作

品もいつもとは違った表情を見せてくれたのではないで

しょうか。10月5日まで開催中です。（担当：秋田）

※
展
覧
会
終
了
後
の
９
月
12
日（
金
）、

杉
山
明
博
先
生
が
病
に
よ
り
82
歳
で

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

年代の80名の方にご参加いただき、アーティストとの交
流や、まるでお風呂に入っているようなリラックスできる
音楽空間を楽しんでいただきました。
　展示室内では遊んだりつくったりと体験できるコーナー
もあり、年齢や障がいの有無にかかわらず誰もが“まるご
と”楽しめる展示としてたくさん
の方にご来場いただいており
ます。（担当：北島・保泉・木村）

ヴェリタス



・【報　告】特別展『古代エジプト美術館展』
　　　　特別展『杉山明博   発想のデザイン展』
　　　　特別展『かがくいひろしの世界展』
・【開催中】特別展『みんなのMuseumプロジェクト企画
　　　　まるごと○展』
・【開催中】コレクション展第 期
・【報　告】ふれんどりーギャラリー
・【報　告】出前美術展in能代エナジアムパーク

Contents

　
本
展
は
、日
本
唯
一
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
専
門
美
術
館

「
古
代
エ
ジ
プ
ト
美
術
館 

渋
谷
」の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。世
界
的
に
貴
重
な
遺
物

約
２
０
０
点
を
、《
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
神
々
と
信
仰
》

《
フ
ァ
ラ
オ
が
率
い
た
国
家
》《
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の

衣
・
食
・
住
》《
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
死
生
観

－

再
生
と

ミ
イ
ラ
》の
４
章
に
分
け
、メ
イ
ド
ュ
ム（
マ
イ
ド
ュ
ー

ム
）・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
調
査
の
様
子
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま

し
た
。

　
展
覧
会
初
日
の
菊
川
館
長
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

で
は
、展
示
品
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
話
を
伺
い
、

ま
た
、今
回
は
横
手
市
か
ら
市
内
の
小
中
学
校
へ
来
場

の
勧
め
な
ど
も
あ
り
、会
期
中
は
幅
広
い
年
代
の
方
々

で
賑
わ
い
ま
し
た
。小
中
学
生
を
案
内
す
る
中
、展
示

さ
れ
た
遺
物
に
目
を
輝
か
せ
る
小
中
学
生
を
目
に
し
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
多
く
の
人
々
を
引
き
つ
け
る
、古
代

エ
ジ
プ
ト
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
た
の
で
し
た
。

（
担
当
：
保
泉
・
秋
田
）
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【会期】
2025年4月26日（土）～
6月29日（日）

古
代
エ
ジ
プ
ト

美
術
館
展

▲来場者2万人セレモニー。仲町特任館長より記念品が贈呈されました。

▲第1章「古代エジプトの神 と々信仰」

▲菊川館長ギャラリートーク

Check!

展示報告 ふれんどりーギャラリー

【会期】2025年4月29日(火)～6月1日(日)

プトレマイオス2世フィラデルフィスの
神殿の柱の基部
柱の横上部にはプトレマイオス2世を讃
える文字が刻まれている。基部は直径
138cmで、巨大な神殿だったことが想像
できる。

　日本画教室「静物を描く」の講師・佐藤悟さんの
展覧会を開催しました。佐藤さんは日本美術院展覧会
（院展）で奨励賞を受賞し、現在は日本美術院院友、
院展秋田会会長、秋田県美術展覧会専門委員を務め
るなど、県内外で活躍されている日本画家です。
　今回の展覧会では、春の院展出品作「揺らぐ」を
始め、水にゆかりのある作品を中心に展示していた
だきました。数本の葦が立つ水面の小さな揺らぎ、降
り積もった雪層の美しさ、雪に覆われた木々の間から
差し込む光などを題材に、淡い色彩による柔らかな表
現が心地よい空間を作り出してくれました。

（担当：保泉、奈良）

Akita Museum of Modern Art

2025.4-9
No.90

X

交通案内
お車で｜秋田自動車道・横手インターより3分
バスで｜横手バスターミナル(JR横手駅東口)
　　　　～ふるさと村15分

〒013-0064 秋田県横手市赤坂字富ヶ沢62-46（秋田ふるさと村内）
TEL: 0182-33-8855　E-mail：akitamma@rnac.ne.jp

みんなのMuseumプロジェクト企画　「まるごと○展」
　　　　　　　　　　　………………………9/13～11/9

第2期  「三浦明範　VERITAS」  ………10/9～2026/1/4
第3期  「華と棘（ハナとトゲ）」……………2026/1/8～4/12

「絵の具をつくって、描く」  ………………………10/18
　講師：永沢碧衣さん

「保呂羽山からのおくりもの」  …………………12月頃
　講師：当館学芸主事　

「いろとかたちのゆうえんち」  …………2026年1月頃
　講師：当館学芸主事

ネットワーク展示（県立図書館との協働展示）
「四季を描く」   …………………………12/11－2026/1/20

特別展

コレクション展

館外展示

「キンビ写真コレクション」  …………11/22～2026/4/5企画展

美術館教室
（中学生以上一般） 

みんなの教室
 （小学生以上一般）

きっずあーと

「江戸時代の美術と文化Ⅳ　さまざまなテーマから」
　　　　　　　　　　     ……………10/4、11/22、12/6

特任館長講座

◇美術館教室
日本画教室…………………………………………5/18、19
　講師：佐藤 悟さん（日本美術院院友）

和紙人形作り教室（和紙で作ろう 私のおひなさま）…9/20
　講師：草薙 郷子さん（創作和紙人形作家）

◇みんなの教室
木の工作教室（木でつくる からくりボックス！）………7/28

◇きっずあーと
スタンプぺったんアート………………………………8/21

Repor
t１

上半期実施教室・講座一覧 2025年下半期実施予定事業一覧

Mu s e um  C o n c e r t

「トリオ・ドルチェ
  コンサート」…………8/3
　トリオ・ドルチェの北嶋奏子さん
(ヴァイオリン)、吉田妃呂子さん
(フルート･歌)、佐々木久美子さん(ピアノ)をお迎えし、「かが
くいひろしの世界展」にちなんだ曲を演奏していただきま
した。お子様からご年配の方まで一緒に楽しめる「手遊び
歌」や、枕を楽器にした珍しい曲など、楽しい曲がたくさん！
　最後はみんなで「夏が来れば思い出す～」、『夏の思い
出』を歌いました。トリオ・ドルチェのみなさん、素敵なひと
ときをありがとうございました！（担当：藤井、木村）

Repor
t2

　能代エナジアムパークを会場に、キンビ（キンダイビジュツ
カン）の作品を紹介する「出前美術展」は、今年で13回目を
迎えました。この美術展は、彫刻や木のおもちゃにさわって
楽しめる内容となっています。金属の板をたたいて作った大
人気のゴリラさん、カバさんに加え、今回はネコさん、フクロウ
さんの彫刻も登場しました。

　そして「木のおもちゃ」
も大好評！どんどん重ねてどんどん
広げて、色々な形が次々と生まれ
てきます。横手支援学校さんと増
田高等学校さんの合作「大きな
福笑い」も、たくさんの表情を見
せてくれました！

（担当：藤井、木村）

令和7年度　出前美術展 in 能代エナジアムパーク
「みて  さわって  たのしむ！ キンビアート2025」
【会期】2025年8月27日（水）～9月15日（月・祝）

出前美術展報告


